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「企業法務等の位置付け」について

１ 司法制度改革審議会意見書（Ⅲの第３の８）の内容

○ 企業法務等の位置付けについて検討し、少なくとも、司法試験合格後に

民間等における一定の実務経験を経た者に対して法曹資格の付与を行うた

めの具体的条件を含めた制度整備を行うべきである。

（以下略）

隣接法律専門職種の活用等の検討と関連して、企業法務等の位置付け、特任検

事（検察庁法第１８条第３項に基づき任命された検事）、副検事、簡易裁判所判

事の経験者の有する専門性の活用、行政訴訟の指定代理人制度についても更に検

討すべきである。少なくとも、司法試験合格後に民間等における一定の実務経験

を経た者に対して法曹資格の付与を行うための具体的条件を含めた制度整備や、

特任検事へ法曹資格の付与を行うための制度整備を行うべきである。

２ 背景事情

弁護士の社会において 弁護士の数等に

果たすべき役割の増大 限りのある現状

利用者の視点から、司法試験合格後、司法修習は終了していないものの、

社会のさまざまな分野・場面で法律に関する実務経験を経て、高度な専門

的能力を備えた者についても、一定の要件の下で弁護士となる資格を与え

ることなどの方法でその専門性を活用し、今後弁護士に期待される社会の

隅々に法の支配の理念を浸透させるための活動を、より充実したものにし

ていく必要があるのではないか。



３ 検討すべき課題

「民間等における一定の実務経験を経た者に対して法曹資格の付与を行うための具

体的条件」（司法制度改革審議会意見書 Ⅲの第３の８）

① 「民間等における一定の実務経験」の内容としてどのようなものが考えられる

か。

○ 検討の対象として考えられるもの（例）

・ 企業法務（司法制度改革審議会意見書 Ⅲの第３の８）

・ 国会議員（司法制度改革審議会第６０回議事録参照）

・ 公務員（公務員制度等改革推進室提出資料参照）

等

② 付与する「法曹資格」の内容をどのように考えるか。

○ 弁護士となる資格と考えることはどうか。

③ 当該実務経験を、法曹資格の付与に当たって、どのように評価するか。

【参考】弁護士法

（弁護士の資格）

第四条 司法修習生の修習を終えた者は、弁護士となる資格を有する。

（弁護士の資格の特例）

第五条 左に掲げる者は、前条の規定にかかわらず、弁護士となる資格を有する。

一 最高裁判所の裁判官の職に在つた者。

二 司法修習生となる資格を得た後、五年以上簡易裁判所判事、検察官、裁判所調査官、裁

判所事務官、法務事務官、司法研修所、裁判所書記官研修所若しくは法務省設置法（平成

十一年法律第九十三号）第四条第三十六号又は第三十八号の事務をつかさどる機関で政令

で定めるものの教官、衆議院若しくは参議院の法制局参事又は内閣法制局参事官の職に在

つた者。

三 五年以上別に法律で定める大学の学部、専攻科又は大学院において法律学の教授又は助

教授の職に在つた者。

四 前二号に掲げる職の二以上に在つて、その年数を通算して五年以上となる者。但し、第

二号に掲げる職については、司法修習生となる資格を得た後の在職年数に限る。


